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• 2009年、スウェーデンの科学者チームが、⼈間の活動が地球システムに及ぼす影響を客観的に評価する⽅法
として、地球の限界（プラネタリー・バウンダリー）という考え⽅を国際科学雑誌Natureに公表しました。地球
の限界は、⼈間が地球システムの機能に図の①〜⑨の9種類の変化を引き起こしているという考え⽅に基づい
ており、 SDGs発⾜の科学的根拠にもなりました。

• 2015年と2022年の研究結果を⽐べると、①種の絶滅の速度と⑥窒素・リンの循環に加え、新たに②気候
変動と④⼟地利⽤変化、⑧新規化学物質が不確実性の領域を超えて⾼リスクの領域にあるとされました。

• プラネタリー・バウンダリーに、⽔、⾷料、ヘルスケア、住居、エネルギー、教育へのアクセスなど、⼈間にとって不可
⽋な社会的ニーズに関する最低限の基準の充⾜度を⽰した社会の境界（ソーシャル・バウンダリー）を加えた
研究もあり、⼈間の経済の「安全な活動空間」を定義しています。

• これらの項⽬について、⼈間が安全に活動できる範囲内にとどまれば、⼈間社会は発展・繁栄できますが、境
界を越えることがあれば、⼈間が依存する⾃然資源に対して回復不可能な変化が引き起こされると考えられて
います。

• 未来の持続可能な社会を創るには、すべての項⽬で科学データの継続的変化の計測が必要です。予測精度
を上げるには、これからも各国の科学者の国際共同研究や連携協⼒するパートナーシップが⽋かせません。

2

出典︓令和5(2022)年版
環境・循環型社会・⽣物多
様性⽩書、第１章 気候変
動と⽣物多様性の現状と
国際的な動向 (p2-4)

⑨

⑧⑦

⑥

⑤④

③
②

①

①⽣物多様性の喪失（絶滅の加速度、⽣態系の機能の損失）
②気候変動
③海洋の酸性化
④⼟地の改変
⑤淡⽔の利⽤（グリーンウォーター、⼟壌中の⽔分）
⑥窒素とリンの循環
⑦⼤気汚染
⑧新規化学物質
⑨オゾン層の破壊

https://www.env.go.j
p/policy/hakusyo/

（2022年版）

SDGsの背景︓地球の限界
プラネタリー・バウンダリー 2009-2025

← Planetary boundaries, Stockholm Resilience Centre
https://www.stockholmresilience.org/research/planetary-boundaries.html

地球の限界（9評価項⽬）の変化
2009 → 2015 → 2023→2025 リスクの増⼤

プラネタリー・バウンダリーの経年変化

北海道⼤学 x SDGs・サステイナビリティ

https://www.env.go.jp/policy/hakusyo/
https://www.stockholmresilience.org/research/planetary-boundaries.html


① 持続可能な開発⽬標 (SDGs)とサステイナビリティ教育

(A) SDGs (2016-2030)
持続可能な開発⽬標（SDGs）とは、2001年に策定されたミレニアム開発
⽬標（MDGs）の後継として、2015年9⽉の国連サミットで採択された「持
続可能な開発のための2030アジェンダ」にて記載された2016年から2030年
までの国際⽬標です。持続可能な世界を実現するための17のゴール・169
のターゲットから構成され、 leave no one behind, 地球上の誰⼀⼈とし
て取り残さないことを誓っています。そして今、2030年以降のSDGsの発展系
（Beyond SDGs）が議論されています。

(B) 経済、社会、環境の調和
持続可能な開発を達成するためには、経済成⻑、社会的包摂、環境保護と
いう3つの主要素を調和させることが⽋かせません。これらの要素はすべて相互
に関連しているだけでなく、全ての個⼈と社会の安寧に不可⽋だからです。

(C) 持続可能な社会の創り⼿の育成
SDGsは発展途上国のみならず、先進国⾃⾝が取り組むユニバーサル（普遍
的）なものであり、政府・⾃治体・産業界・教育研究機関等で積極的に取り
組んでいます。2020-2022年度に⼩中⾼の新学習指導要領が順次実施さ
れ、探究学習ではSDGsに関連する教材が広く活⽤されています。

(D) 北海道⼤学の持続可能な社会の創り⼿の育成
• 学部１年教養教育、⼤学院共通授業︓学部・⼤学院の全⼊学⽣対象の

SDGs・サステイナビリティ導⼊講義が設けられています。

• 専⾨分野では、基礎・応⽤研究から社会貢献へのつながり、そして専⾨教育の
実践的課題解決や異分野コミュニケーションとしてSDGsをツールとする教育が進
められています。

• 2026年にはHUコンステレーション教育プログラム第１号として、「サステイナビ
リティプログラム」がスタートしました。（後述参照ください）
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北海道⼤学では⼤学院⽣が専⾨分野の
研究成果と社会展開・SDGsとの関連を
市⺠へ紹介する主体的なアウトリーチ教
育プログラムを実施しています。

北海道⼤学では、学部教養科⽬と専⾨科⽬をつ
なぐ主体的学習フレーム（HUコンステレーションプロ
グラム）第１号として、SDGsを含む「サステイナビリ
ティプログラム」が2026年４⽉から開始しました。

北海道⼤学 x SDGs・サステイナビリティ



世界2位* SDG2. 飢餓をゼロに

世界36位 SDG9. 産業と技術⾰新の基盤をつくろう

世界41位 SDG11. 住み続けられるまちづくりを

世界21位* SDG14. 海の豊かさも守ろう

世界18位* SDG15. 陸の豊かさも守ろう

世界21位* SDG16. 平和と公正をすべての⼈に

世界31位* SDG17. パートナーシップで⽬標を達成しよう

②世界の⼤学の社会貢献度をSDGsランキングで測る
2026総合ランキング(世界1603⼤学中）︔北⼤は世界7位（2020-2026まで 7年連続 国内1位)

• イギリスの⼤学ランキング専⾨誌Times Higher Educationは、SDGsへの取り
組みを指標に世界の⼤学の社会貢献度を2019年から発表を開始しました。
2026年のTHEサステイナビリティインパクトレーティングの発表では、北⼤の総
合ランキングは世界1603⼤学中7位、2020~ 2026年は、7年連続国内1
位と評価されました。

• 2026年のSDGs1-17の⽬標別ランキングで100位以内に⼊った⽬標は、2,
9, 11, 14, 15, 16, 17で、北⼤の様々な研究分野からなる北⼤研究者の
活動やポテンシャルが総合的に評価されたものです。

• 北⼤は、2005年から本格的に「持続可能な開発」への国際戦略を開始しまし
た。社会に開かれた⼤学として、今後より⼀層社会と共創する教育・研究を進め、
持続可能な社会の創り⼿となれるよう⼈材育成を進めます。
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https://www.hokudai.ac.jp/news/2026/06/the-2026-top107.html https://sdgs.hokudai.ac.jp/our-journey-with-sdgs/impact-ranking/

北⼤の2026 SDGsゴール別ランキング
(世界100位以内) (*国内1位)

2026.6.24発表

北海道⼤学 x SDGs・サステイナビリティ

https://www.hokudai.ac.jp/news/2026/06/the-2026-top107.html
https://sdgs.hokudai.ac.jp/our-journey-with-sdgs/impact-ranking/
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THEインパクトランキング2022-2025; 世界100位にランクインしたゴールとその活動事例

「きたみてガーデンSDGs農園」プロジェクト
を含む北海道マラソン2024 SDGsの取
組が⽇本陸連アスレティックス・アワード
2024で「BEST THINK賞」を受賞

北⼤⽣協北部⾷堂に「浄⽔型
ウォータースタンド」を試験設置

「半導体Week2025」開催

北極域研究強化プロジェクト
（ArCS Ⅲ）がスタート

30 by 30 に向けた取組み

ジェンダー・セクシュアリティをテーマとし
た公開シンポジウム等の開催

北海道⼤学がJICA 独⽴⾏政法⼈
国際協⼒機構と連携協定更新

https://sdgs.hokudai.ac.jp/our-journey-with-sdgs/impact-ranking/

北海道⼤学の研究や教育では、これら以外にも様々なSDGs
⽬標に関連する活動が⾏われています。
（ウェブページ⾍眼鏡マーク [    ] から検索できます）

北海道⼤学 x SDGs・サステイナビリティ

https://sdgs.hokudai.ac.jp/12597/
https://sdgs.hokudai.ac.jp/12448/
https://sdgs.hokudai.ac.jp/13702/
https://sdgs.hokudai.ac.jp/13185/
https://sdgs.hokudai.ac.jp/approach-to-sdgs/our-actions-and-proj/pj-10344/
https://sdgs.hokudai.ac.jp/approach-to-sdgs/our-actions-and-proj/pj-1514/
https://sdgs.hokudai.ac.jp/13608/
https://sdgs.hokudai.ac.jp/our-journey-with-sdgs/impact-ranking/


北⼤の基本理念

北海道⼤学は、理系から⽂系までの全分野において⼤学院での研究や教育に重点を
置く、⽇本を代表する基幹総合⼤学の⼀つです。現在、北⼤には、12の学部・21の⼤学
院があり、学部・⼤学院合わせて約1万8千⼈の学⽣が学んでいます。

北海道⼤学の起源は、1876年に設⽴された札幌農学校に遡ることができます。その伝
統から、現在に⾄る⻑い歴史の中で、「フロンティア精神」、「国際性の涵養」、「全⼈教
育」及び「実学の重視」という教育研究に関わる基本理念が⽣まれ、今⽇まで学問の⾃
主、⾃由を培ってきました。

北海道⼤学は2026年に創基150年を迎えます。この使命を2026年までに果たす具

体的な⾏動計画として、2014年に「近未来戦略150」を決意しました。その中⼼となる
⽅針が「持続可能な社会実現のための世界の課題解決に貢献する北海道⼤学へ」です。
SDGsが始まる以前にこのような先駆的戦略を本学で開始できたルーツは、2005年「持
続可能な開発」国際戦略策定に遡ります。SDGsが始まる10年前のことです。

北⼤は、⽇本有数の恵まれたフィールド資源と地政学的な特徴を活⽤しつつ、全構成
員の⼒を結集して世界の課題解決に貢献する「⽐類なき⼤学」を⽬指します。2021年に
はサステイナビリティ推進機構を設置し、同年「2040年に向けた国際戦略」、2023年に
はHU VISION 2030、2024年にはサステイナビリティ宣⾔を新たに掲げました。

「フロンティア精神」

⽇本を代表する基幹総合⼤学の⼀つ
12学部・21⼤学院

「国際性の涵養」

「実学の重視」

「全⼈教育」

1876 〜 2026 ⽂学部

⻭学部

教育学部

薬学部

法学部

⼯学部

経済学部

農学部

理学部

獣医学部

医学部

⽔産学部

学⽣数 [学部:11,384, ⼤学院:6,536]2024.5.1

③ 北⼤の先駆的な「持続可能な開発」への研究・教育の取り組み2005〜
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https://www.hokudai.ac.jp/introduction/plan/huvision2030/

北海道⼤学 x SDGs・サステイナビリティ

https://www.hokudai.ac.jp/introduction/plan/huvision2030/
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④ 北⼤の授業科⽬・サステイナビリティプログラム
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北⼤の教養・専⾨科⽬全体のSDGs関連科⽬の開講

授業科⽬2016-2023*
⾼校⽣向け
北⼤の研究者によるSDGs講義動画

https://sdgs.hokudai.ac.jp/for-future-students/videos/

https://www.hokudai.ac.jp/admission/

⼊学案内ページ・バナー

全学的なSDGs教養・⼊⾨の共通科⽬※

• 2023年度、北海道⼤学は、学部1年⽣全員を対象に新しい教養科⽬「北
⼤での学び」（必修）を開講。この中でSDGs導⼊教育が実施されています。

• 2024年度、⼤学院共通授業科⽬で、SDGsやダイバーシティを含む 「北⼤
⼤学院での学び」も開講されています。

*授業シラバスデータベース(公開)をもとに「SDGs」や「持続
可能」を含む授業数をカウントしたもの（学⼠、修⼠、博⼠
後期及び、専⾨職⼤学院を対象とした全⽂検索による）

北⼤学部/⼤学院の⼊学⽣全員がSDGs関連の
教養科⽬/共通科⽬を学びます※

*SDGsに関連する授業
「SDGs」、「持続可能/サステイナビリティ」、SDG1-17の⽬標など
に関連する授業は、ここに⽰す授業数よりも多数開講されています。
探したいキーワードでシラバスデータベース全⽂を検索してみてくださ
い︕ https://gakumu.academic.hokudai.ac.jp/Portal/Public/Syllabus/SearchMain.aspx

北海道⼤学 x SDGs・サステイナビリティ

https://sdgs.hokudai.ac.jp/for-future-students/videos/
https://www.hokudai.ac.jp/admission/
https://gakumu.academic.hokudai.ac.jp/Portal/Public/Syllabus/SearchMain.aspx
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HUコンステ（サステイナビリティプログラム」 ） 「サステイナビリティプログラム」
北海道⼤学の「基本理念」（フロンティア精神、国際性の涵養、全⼈教育、実学の重視）及び
「HU VISION2030（持続可能性の追求）」に基づきつつ、各々の学問分野における専⾨性を

修得しながら、分野横断的な教育プログラムの学びや社会共創の場などを通して、次に記す４つの
⼒（リテラシー・スキル・マインド）を⾝につけ、それらを発揮できる「持続可能な社会の創り⼿」とな
る次世代⼈材を育成します。

修得できる能⼒
• サステイナビリティ・リテラシー（SDGs・サステイナビリティの基礎知識と展開スキル）

• コミュニケーション⼒（コミュニケーション、チームワーク・リーダーシップ）
• 持続可能な社会デザイン⼒（多様で持続可能なwell-being社会を共創する創造性・チャレ
ンジ精神）

• 社会的倫理観（社会倫理・社会貢献の精神を涵養する⼒）
参加要件

１学期終了時に合わせて、サステイナビリティプログラム参加希望者を対象とする試験を実施します。
この試験に合格することが参加要件となります。試験の詳細は「北⼤での学び」を通してELMSメー
ルで連絡します。試験に合格する前に修得した単位も、本プログラムにおいて有効となります。

修了要件
サステイナビリティプログラムが指定する授業科⽬＊の中から単位修得条件を満たした上、計12単

位以上修得すること。
修了証明

修了者には、修了時点で「オープンバッジ」を授与します。

「HUコンステレーション・プログラム」
北海道⼤学は、新たな取組として「ＨＵコンステレーション・プログラム（HU
コンステ）」を令和８年度から実施します。本プログラムは、専⾨教育を補完
する知識・汎⽤性・実践性等を⾝に付けるための学内に点在する様々な教
育プログラムを、「ＨＵコンステレーション・プログラム」という⼤きなフレームで包
み込み、本学における統⼀的な枠組みとして可視化するものです。

これにより、“専⾨性＋α”として学んでほしいテーマや領域を学⽣に対して明
確に⽰し、主体的かつ幅広い学びを促すことを⽬的としています。HUコンステ
の教育プログラムである「サステイナビリティプログラム」の概要を以下にご紹介
します。

＊https://www.sustainability.hokudai.ac.jp/library/documents/constellation/

北海道⼤学 x SDGs・サステイナビリティ

https://www.sustainability.hokudai.ac.jp/library/documents/constellation/
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学部1年⽣︓全学教育科⽬・
導⼊科⽬「北⼤での学び」

(オンデマンド必修)
• 第１回 北⼤の今を知る
• 第２回 北⼤の歴史を学ぶ
• 第３回 正しく安全に学ぶために
• 第４回 将来を⾒据える
• 第５回 多様性を尊重する
• 第６回 世界的な課題を知る

－北⼤のSDGs教養
• 第７回 先輩とつながる（１）
• 第８回 先輩とつながる（２）
[対⾯授業]

ü 学部1年⽣全員(約2500⼈)がこの導
⼊科⽬でSDGsの概要やその社会科
学・⾃然科学とのつながりを学びます。

ü 各回で理解度測定の⼩テストを実施。

学部1年⽣︓全学教育科⽬;SDGs・サステイナビリティ関連科⽬が増えました（必修〜選択）
学部1年⽣

教養科⽬（コアカリキュラム）
2026年度開講科⽬より抜粋

●地域・グローバル社会・経済・⼈⽂・法
学・公共政策
•演劇創作を通じて考えるSDGs
•International Archaeological 
Field School in Rebun Island
•社会現象とゲーム
•社会とつながるお⾦の話〜⾦融のプロが
教える⼈⽣100年時代の⾦融リテラシー
•社会体験ワークショップ
•私たちの世界︓セックス・ジェンダー・セク
シュアリティを考える（2026）
•経営戦略⼊⾨
•建築と都市
•アジアの学⽣と⽇本語で世界の課題を
話し合おう－オンライン協働学習－
•ビジネスゲームで学ぶ会社経営の基礎
•北⼤発︕これからの国⼟－地域デザイン
〜厳寒の森と湖の⾥で〜
•多様な価値観とライフデザイン
•サケ学⼊⾨（サケ・マスと⼈との関わり）
•証券投資と⾦融リテラシー
●スキルアップ
•HBA連携講義 地域課題を解決しよ
う︕ソーシャルアントレプレナー育成プログ

ラム
•SCSK北海道連携講義 AI活⽤型チー
ムアイデア創造演習
•STARTUP HOKKAIDO連携講義
●フィールド科学
•北海道の⾃然と⼈
•世界をリードする北⼤の⽔環境研究
•牧場のくらしと⾃然・夏季編
•牧場のくらしと⾃然・冬季編
•北海道のフィールドで協同組合を学ぶ
•森⾥海連環学 北⼤・京⼤合同演習
•北海道東部の⽔域⽣態系
•データで考える地球環境と私たちの健康
（夏ターム）
•湿原の科学
●⾷料⽣産
•⾝の回りの微⽣物との出会い
•⾷と健康︓世界の⾷⽂化から学ぶ私た
ちの健康
•ロバスト農林⽔産⼯学（持続可能な社
会に向けて現場から学ぶ）
•マリンバイオ資源の化学的機能と利⽤
•海や⽔産の研究を学ぶグループワーク
•⽣物資源のかしこい利⽤
●基礎⾃然科学
•持続可能な開発⽬標(SDGs)と⽣命科
学
•⽣命を⽀える共⽣システム-細胞から⽣
態系レベルまで-

•グローバル環境科学⼊⾨
•はじめての⽣命科学
•⽣命科学の最前線
•海を探る 〜海洋科学への招待〜
•海と⽣命
•現代⽣物科学への誘い
•⽣物多様性と社会
●応⽤科学技術
•地球に暮らす－⽣活と⼟⽊・建築技術
の関わり－
•触媒科学のフロンティア
•化学のフロントランナーⅠ
•医療・宇宙・環境・マテリアルの量⼦エネ
ルギー医⼯学による新展開

●医学・保健
•障がいとリハビリテーション（論⽂指導）
•未来の介護をデザインする︓ケアロボッ
ト・アイデアソン
•健康スポーツ科学特論
•最新医学・医療の知識で再考する医療
映画/ドラマ/⼩説/マンガ
•プラネタリーヘルス︓地球環境と⼈々の
健康を考える
•メンタルヘルスとウェルビーイング⼊⾨
●その他
•2100年⼈類は⽣存できるのか︖

https://sdgs.hokudai.ac.jp/for-future-students/list-of-available-classes/

北海道⼤学 x SDGs・サステイナビリティ

https://sdgs.hokudai.ac.jp/for-future-students/list-of-available-classes/
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SDGsへの取り組み Web Page紹介︔北⼤で学びたい⽅へ
Web page 内容 URL

北⼤で学ぶBeyond 
SDGs・サステイナビリティプロ
グラム

この資料 https://sdgs.hokudai.ac.jp/for-future-
students/learning-sdgs/

研究者によるSDGs講義
北海道⼤学の研究者による、SDGsに関連する様々な分
野・テーマの講義を動画でご覧いただけます。（夢ナビへ移
動します）

https://sdgs.hokudai.ac.jp/for-future-
students/videos/

学部等の紹介 学部、⼤学院、研究所・センター等の組織ごとにSDGsをど
のように取り組んでいるか概要をご紹介します。

https://sdgs.hokudai.ac.jp/for-future-
students/academics/

関連科⽬・プログラム
北海道⼤学の教育プログラムには、SDGsに関連した内容
が多数あります。これまでの学びをさらに深めたり、新しい可
能性につながるものを探してみましょう。

https://sdgs.hokudai.ac.jp/for-future-
students/educational-programs/

科⽬⼀覧*
北海道⼤学では、SDGsに関連した科⽬が多数あります
（学部・学⼠課程、⼤学院・修⼠課程、⼤学院・博⼠課
程、⼤学院共通授業科⽬）。進路やカリキュラムを選択す
るときの参考にしてください。

https://sdgs.hokudai.ac.jp/for-future-
students/list-of-available-classes/

*SDGsに関連する授業
「SDGs」、「持続可能」、SDG1-17の⽬標などに関連する授業は、ここに⽰す授業以外にも
多数開講されています。探したいキーワードでシラバスデータベースを全⽂検索してみてください︕
https://gakumu.academic.hokudai.ac.jp/Portal/Public/Syllabus/SearchMain.aspx

北海道⼤学 x SDGs・サステイナビリティ

https://sdgs.hokudai.ac.jp/for-future-students/learning-sdgs/
https://sdgs.hokudai.ac.jp/for-future-students/videos/
https://sdgs.hokudai.ac.jp/for-future-students/academics/
https://sdgs.hokudai.ac.jp/for-future-students/educational-programs/
https://sdgs.hokudai.ac.jp/for-future-students/list-of-available-classes/
https://gakumu.academic.hokudai.ac.jp/Portal/Public/Syllabus/SearchMain.aspx
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ピックアップ講義テーマ Pick Up Themes
• カーボンニュートラル Carbon Neutral
• 気候変動 Climate Change
• 感染症疾患 Infection Disease
• 多様性 Diversity
• アントレプレナーシップ Entrepreneurship
• ワンヘルス One Health

Your interest
• ⽇本について知る Understanding about Japan
• 社会⼈向け For Working Adults
• 北海道でのフィールドワーク Fieldwork in 

Hokkaido
• 学部⽣向け For Undergraduate students

「⼤学院共通授業科⽬」は、北⼤の⼤学院⽣であれば、専⾨分野に関わ
らず誰でも受講できる授業科⽬です。全学から300を超える授業科⽬が提
供され、あらゆる分野に共通する基礎的素養や、学問分野領域を超えた
分野横断研究の推進能⼒、海外でプロジェクトを推進するための実践⼒な
ど、様々な⼒を⾝につけることができます。まさに「オール北⼤」による、「プラス
α」を求める学⽣のための授業科⽬なのです。
開講科⽬は検索でき、現在はSDGsの⽬標の区別も可能になっています。

⼤学院共通授業科⽬ Hokkaidoサマー・インスティテュート（HSI）

⼤学院教育改⾰ステーション https://gers.high.hokudai.ac.jp/search/

•2023年度 開講数︓387
（うち、HSI科⽬︓121）
•SDGsゴールラベル数︓1216

•すべての授業科⽬にSDGs
ゴール（３ゴール/科⽬）を
ラベリングし検索可能に
•講義内容に関連するSDGs
ゴール1-17を取り扱う傾向は
専⾨分野ごとに異なります。
→相互検索可能

Hokkaidoサマー・インスティテュート（HSI）科⽬は、⼤学院共通授業科
⽬の⼀部です。世界の第⼀線で活躍する世界の研究者を北海道⼤学へ招へ
いし，本学教員と協働で教育活動を実施する国際プログラム。毎年，夏季期
間を中⼼に，アクティブ・ラーニング型の授業や広⼤な北海道の地を⽣かした
フィールド実習等，先端的な授業100科⽬以上を英語で実施し，本学学⽣
と国内・海外からの参加者との共修機会を創出しています。環境やSDGsに関
連する講義・演習・⾒学などのコースを選択して受講します。

https://hokkaidosummerinstitute.oia.hokudai.ac.jp/

SDG1

SDG2

SDG3 SDG4

SDG5
SD
G6

SDG7

SDG8

SDG9

SDG10

SDG11 SDG12

SDG13 SDG14

SDG15
SD
G1
6

SDG17

⼤学院共通授業科⽬ SDGs別

数物・物質
系（51）

⼯学系（45）

⽣命・⽣物系（95）

環境系
（30）

複合科学（65）

キャリアマネジメン
ト（34）

総合⼈⽂
社会…

⼈⽂科…

社会科学
（20）

学術コ
ミュニ
ケーショ
ン・リ…

⼤学院共通授業科⽬ 分野別

相互検索

（数値）科⽬数を表す SDGs1-17の科⽬別ラベルで分類

北海道⼤学 x SDGs・サステイナビリティ

https://gers.high.hokudai.ac.jp/search/
https://hokkaidosummerinstitute.oia.hokudai.ac.jp/


https://www2.sci.hokudai.ac.jp/sai/7662

学⽣のノーベル賞ともいわれる「ハルトプライズ」に、2019年の北⼤代表とし
て東京で⾏われた地域予選に出場した学⽣チーム「AQUAMOU（アクア
モウ）」。理学部、⼯学部、⽔産学部の学⽣チームAQUAMOUは東京
予選で優勝し、イギリスで⾏われるアクセラレータープログラムに参加しました。

学部・分野の異なる学⽣チームが社会課題の解決のためのコンテスト”Hult Prize”に出場

⑤北⼤⽣の主体的活動

12

https://sdgs.hokudai.ac.jp/approach-to-sdgs/interview/itw-2348/

フードロスを減らす︕〜専⾨の異なる学部⽣4⼈の挑戦〜
Sophosメンバー(2020)︓理学部 ⽂学部 理学部 農学部 https://sdgs.hokudai.ac.jp/4226/

「北海道⼤学ハルトプライズ運営委員会」活動が
「the 2022 ESEAA Program of the Year 
Award」にノミネート

【北海道大学ハルトプライズ学内大会2024-2025」開
催】
https://www.instagram.com/hokkaidounivpr/p/DHH6
mT5S3YR/

北海道⼤学 x SDGs・サステイナビリティ
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北⼤⽣の主体的活動
未来を⾒据えた農＆⾷の取り組みを紹介︕

北⼤マルシェアワード

北⼤⽣を中⼼に運営してきた⾷の交流イベント「北⼤マルシェ」が、
2021年から装いも新たに「北⼤マルシェアワード」として始動。
未来を⾒据えた農業・農村・⾷の活動に取り組む応募者の最終
審査会が⾏われました。
ファイナリストは全9組。それぞれの部⾨いずれかのテーマについて
約10分間のプレゼンテーションを⾏い、学⽣を含む審査員が最優
秀賞を選出しました。
2022年以降も毎年開催されています。

https://sdgs.hokudai.ac.jp/approach-to-sdgs/interview/itw-3407/

本学の学⽣がCOP27に参加し研究
プロジェクトのブース展⽰

本学の国際⾷資源学院の学⽣５名は、エジプトで開催された
COP27に参加し、研究プロジェクト「WELCOME Project*」に
ついてのブース展⽰を⾏いました。
COP27での様⼦についての記事が本学の基幹サイト(英語)に掲
載されました

https://sdgs.hokudai.ac.jp/6248/
https://www.grad.hokudai.ac.jp/media/student/Vk5QJ8ZO

北海道⼤学 x SDGs・サステイナビリティ



北海道⼤学 サステイナビリティ推進機構SDGs事業推進部⾨
総合URA本部

北海道⼤学では今後も
SDGs特設サイトで最
新情報をお届けします。

• ニュース
• SDGsへの取り組み
• 北⼤で学びたい⽅へ
• 活動・プロジェクト
• 研究者クローズアップ

“みなさんの未来”を北海道⼤学の教育・研究で描いてみませんか。
そして世界の課題解決に貢献するフロンティア精神を養いましょう︕

https://sdgs.hokudai.ac.jp/
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お問い合わせ https://sdgs.hokudai.ac.jp/contact/

Think Globally, Act Locally北海道⼤学 x SDGs・サステイナビリティ

https://sdgs.hokudai.ac.jp/
https://sdgs.hokudai.ac.jp/contact/

